
＜概要・⽬的等＞
消防庁では、⽕災発⽣建物への屋内進⼊を実施する消防隊員がより安全に消⽕活動を⾏うため、個⼈防⽕装備に求められる機能に関

して性能の基準や試験⽅法、取扱上の留意すべき事項等を⽰すため、既存の個⼈防⽕装備に関する国際規格の内容を基本としながら、
⽇本の⾵⼟等（活動環境、活動内容、隊員の教育レベル）に則したモデルとして、平成23年に「消防隊員⽤個⼈防⽕装備に係るガイド
ライン（以下「ガイドライン」という。）」を策定し、以後、概ね５年のスパンでガイドラインの⾒直しを⾏っている。

今回の⾒直し検討会では、前回（平成29年）の改定以降、新たな国際規格が策定されたこと等を受け、ガイドライン中、必要な⾒直
し箇所について、有識者、メーカー、試験機関、ユーザー（消防本部）を検討会の構成員として審議いただいたもの。
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＜主な検討項⽬＞
○新たに策定された国際規格等への対応

・活動服の性能要求（ISO 21942：2019）を追加【検討項⽬１】
⇒前回ガイドラインでも着装必須としていたが、指標となる規格はなかった。
2019年に活動服に関する規格が出版。

・防⽕服の構成を、防⽕服単体に加えて「防⽕服＋活動服」を選択肢として追加【検討項⽬２】
⇒組み合わせる際は「防⽕服( ISO 11613：2017)＋活動服(ISO 21942：2019 レベル 2 )」
をそれぞれ概ねの基準とすることが可能。

※活動服追加のメリット
・活動服に性能要求があることで、防⽕服の軽量化を図ることができ、動きやすさや
熱中症対策に資することが可能

○技術の進歩及び実状を踏まえた性能要求及び試験内容の⾒直し
・各装備における性能要求の⾒直し 【検討項⽬３】

⇒前回ガイドラインから、各装備の性能基準としている規格に変更はない。しかし、実状を
考慮して各装備の性能を測る際の試験⽅法等を追加及び修正。

＜検討経過（全４回）＞
○第１回検討会：7⽉6⽇実施

・検討内容……活動服の性能要求等（追加）、防⽕服の性能要求等（⾒直し）

○第２回検討会：10⽉20⽇実施
・検討内容……防⽕服の組み合わせ、防⽕⼿袋・防⽕帽の性能要求等（⾒直し）

○第３回検討会：12⽉17⽇実施
・検討内容……防⽕靴・防⽕フードの性能要求等（⾒直し）

○書⾯協議：2⽉17⽇〜3⽉4⽇
・検討内容……改定版ガイドライン（案）の確認

⇒令和４年３⽉ 検討会報告書取りまとめ、ガイドライン改定版の発出

＜ガイドラインに関係する国際規格＞
「 ISO 21942：2019」

消防活動に従事する消防隊員⽤ｽﾃｰ
ｼｮﾝﾕﾆﾎｰﾑ（活動服）に関する規格。防
護レベルが２種類（レベル１or２）あ
り、耐炎・耐熱性等が⾼いのはレベル
２。出版は2019年。

「 ISO 11613：2017」
屋外消防活動⽤に設計された防⽕服

の規格であり、⾼リスク状況下におけ
る活動を考慮していないが、出版年が
新しく試験⽅法等が更新されている。
出版は2017年。
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